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解答 

 

植物製剤*（または栄養補助食品）は、先進国と発展途上国の両方で広く消費されている製品です。これらは、植物材

料の様々な部位から粗製または抽出物として調製された複雑な化学混合物です。有効成分またはマーカー化合物の濃度に

基づいて品質を評価するためには、植物材料とその製剤の標準化が不可欠です。化学成分の組成の同定は、様々なクロマ

トグラフィー法や分光光度法、そしてこれらの方法の組み合わせによって研究されてきました。さらに、バッチ間の変動、

安定性試験、化学プロファイリングなど、様々なパラメータの研究が不可欠と考えられています。残留農薬、アフラトキ

シン含有量、重金属分析による汚染などの他の要因も同様に重要です。 

長期保存による望ましくない変化を防ぐため、化学的安定性を経時的に維持する必要があります。光照射、酸素、湿度、

pH、物理的パラメータ、製剤、包装は、植物成分、濃縮画分、または全抽出物の全体的な化学組成に影響を与える可能性

があります。したがって、経時的に一貫した化学組成を保証するために、安定性試験は不可欠です。安定性試験は品質だ

けでなく、安全性の観点からも重要です。特に、抽出および精製工程によって植物化学成分の分解が促進または加速され

る可能性がある薬用化粧品に使用される揮発性有機化合物（VOCs）の分野では、安定性試験が特に重要です。 
 

* 薬用植物製剤、薬草製剤、生薬、植物療法、ハーバルメディスンも可とする。 
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